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青
年
・女
性
部
会
　
租
税
教
育

二
市
三
町
へ
学
重
教
育
用

図
書
購
入
費
用
を
寄
贈

―

電
子
図
書
の
購
入
も
可
能
に
―

金
沢
法
人
会

で
は
平
成
十
三
年
度
か
ら
、

二
市
二
町

（金
沢
市

。
か
ほ
く
市

。
津
幡
町

・

内
灘
町
）
へ
の
学
童
教
育
用
図
書
購
入
費
用
の

寄
贈
を
継
続
し
て
行

っ
て
い
ま
す
。

津
幡
町

に
は
、
令
和
六
年

二
月
十
四
日

（水
）
に
山
名
知
純
津
幡
支
部
長
と
木
村
道
明

副
会
長
が
津
幡
町
役
場
に
赴
き
、
矢
田
富
郎

津
幡
町
長
に
図
書
購
入
費
用
と
し
て
十
五
万

円
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

次

い
で
、
二
月
二
十

一
日

（水
）
に
は
、
鶴

山
庄
市
会
長
と
村
井
啓
祐
専
務
理
事
が
金
沢

市
役
所
を
訪
れ
、
村
山
卓
市
長
に
五
十
万
円

を
寄
贈
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
二
月
十
二
日

（火
）
に
は
、
表
守

活
か
ほ
く
支
部
長
と
桶
谷
啓
悟
か
ほ
く
支
部

役
員
が
、
か
ほ
く
市
役
所
に
て
油
野
和

一
郎

市
長
に
十
五
万
円
を
寄
贈
し
、
ま
た
、
二
月

十
九
日

（火
）
に
は
、
高
橋
玲
子
内
灘
支
部
長

と
村
井
専
務
理
事
が
、
内
灘
町
役
場
に
て
川

日
克
則
町
長
に
十
万
円
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

い
ず
れ
も
、
電
子
図
書
の
購
入
に
も
充
当

で
き
る
よ
う
に
し
て
あ
り
、
各
市
長

・
町
長

か
ら
、
永
年
の
寄
贈
に
対
し
て
感
謝
の
意
が

伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

小
学
校
二
十
五
校
で

租
税
教
室
を
実
施

―

税
の
役
割
。大
切
さ
を
楽
し
く

学
び
、
考
え
て
も
ら
う
授
業
を
―

青
年
部
会

・
女
性
部
会
で
は
、
小
学
校
二

十
五
校
の
六
年
生
千
五
百
八
十

一
人
を
対
象

に
租
税
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。
昨
年
度
ま

で
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
気
に

し
な
が
ら
の
実
施
で
し
た
が
、
令
和
五
年
度

は
マ
ス
ク
の
着
用
も
任
意
と
な
り
児
童
の
皆

さ
ん
も
活
発
に
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。

授
業
を
通
し
て
税
の
役
割
や
大
切
さ
を
楽

し
く
学
ん
で
も
ら
い
、
授
業
後
に
は
保
護
者

と

一
緒
に
「私
な
ら
ど
う
い
っ
た
こ
と
に
税

金
を
使
う
か
」
を
考
え
て
も
ら
う
な
ど
、
親

子
で
税
に
つ
い
て
考
え
て
も
ら
う
機
会
に
も

な

り
ま

し
た
。

中
、　
一
億
円

札
束
を

げ
る
場
面
で

の
教
室
で

が
沸
き
起
ウ

の
重
み
を

ら
え
た
よ
う
で
す

金
沢
法
人
会
で
は

租
税
教
育
活
動
を
公

事
業
の
大
き
な
柱
と

て
い
ま
す
。

の
租
税
教
室
を
受

け
た
丹
童
一っ
申

か
ち

未
来

の
法
人
会

の
伸
間
が
出
て
く
る
こ

と
を
願

い
、
今
後
も
よ
り
多
く

の
子
ど

も
た
ち

に
税

の
大
切
さ
を
伝
え

て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

な
お
、
エロ
年
部
会
・女
性
部
会
で
は
、

租
税
教
室
で
先
生
を
し
て
く
れ
る

メ
ン
バ
ー
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

【青年部会実施 23校】

4月 24日

5月 9日

5月 10日

5月 12日

5月 16日

5月 16日

5月 18日

5月 19日

5月 23日

5月 30日

6月 6日

6月 8日

6月 9日

6月 14日

6月 15日

6月 16日

6月 22日

6月 23日

6月 28日

6月 30日

7月 4日

7月 7日

7月 14日

金沢市立十一屋小学校(60名 )

金沢市立泉野小学校(110名 )

金沢市立花国小学校(25名 )

津幡町立井上小学校 (49名 )

金沢市立四十万小学校(87名 )

津幡町立刈安小学校(6名 )

津幡町立条南小学校 (85名 )

金沢市立不動寺小学校 (21名 )

津幡町立萩野台小学校 (12名 )

金沢市立千坂小学校(95名 )

金沢市立緑小学校(109名 )

津幡町立笠野小学校(11名 )

金沢市立米丸小学校(144名 )

金沢市立朝霧台小学校(101名 )初

津申番阿立中条小学校 (68名 )

金沢市立新神田小学校(63名 )

金沢市立伏見台小学校 (125名 )

内灘町立鶴ケ丘小学校 (32名 )

金沢市立田上小学校 (56名 )

津幡田丁立英田小学校(34名 )

津幡阿立太白台小学校 (58名 )

津幡町立津幡小学校(72名 )

金沢市立栗崎小学校(63名 )

〕

【女性部会実施 2校】 5月 10日 金沢市立馬場4ヽ学校 (20名 )
5月 12日 金沢市立額小学校 (75名 )

矢田町長 (左 )に 目録を手渡次 山名津幡支部長。

村山市長に目録を手渡し感謝状を頂いた

(写真左より鶴山会長、村山市長 )。

華

ヽ

ついて担当者から説
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四
施
設
を
訪
問
し
寄
贈

女
性
部
会

で
は
、
本
会

・
青
年
部
会

・
女
性
部

会

の
研
修
会
や
講
演
会
の
参
加
者
か
ら
ご
寄
附
頂

い
た
か
オ
ル

・
石
鹸
等
を
寄
贈
す
る
活
動
を
行

っ

て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
令
和
五
年
十
月
四
日
（水
）

に
社
会
福
祉
法
人
希
望
が
丘
、
十
月
五
日

（木
）
に

石
川
整
肢
学
園
金
沢
こ
ど
も
医
療
福
祉
セ
ン
バ
ー

を
訪
ね
て
タ
オ
ル

・
石
鹸
を
寄
贈
。
ま
た
令
和
六

年
二
月
五
日

（火
）
に
は
、
社
会
福
祉
法
人
聖
霊
病

院
聖
霊
乳
児
院

・
愛
児
園
に
タ
オ
ル

・
石
鹸

・
マ

ス
ク
等
を
お
届
け
し
ま
し
た
。

各
施
設

の
方
々
か
ら
感
謝
の
言
葉
を
頂
き
、
今

後
の
活
動

へ
の
励
み
と
な
り
ま
し
た
。

く(社福)希望が丘

(小池町)

Ｌ
■

■

石川整肢学園金沢こ

ども医療福祉センタ
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表かほく支部長 (右 )から油野市長へ、目録が贈呈された。高橋内灘支部長 (右 )から川口町長に目録が手渡された。
く聖霊乳児院 愛児園(長町)



令
和
六
年
度

税
制
改
正

の
あ
ら
ま
し

一　
法
人
課
税

令
和
六
年
度
税
制
改
正
で
は
、
法
人
会
が

提
言
し
て
い
た

「雇
用
の
拡
大
と
賃
金
引
上

げ
税
制
の
拡
充
」
や
「交
際
資
課
税
の
特
例
措

置
の
延
長
と
拡
充
」が
実
現
し
ま
し
た
。

ま
た
、
消
費
税
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
弾

力
的
措
置
に
つ
い
て
、
よ
り

一
層
の
拡
充
を
求

め
た
こ
と
に
対
し
、
「仕
入
税
額
控
除
に
係
る

帳
簿
記
載
事
項
」
や
「簡
易
課
税
適
用
者
等
の

経
理
処
理
方
式
」
の
見
直
し
が
実
現
し
た
ほ

か
、
所
得
税
の
各
種
控
除
の
見
直
し
に
つ
い
て
、

子
育
て
世
帯
等
に
対
す
る
「住
宅
ロ
ー
ン
控

除
」
及
び

「住
宅
リ
フ
オ
ー
ム
税
制
」
の
拡
充

が
実
現
し
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
法
人
会
が
要
望
し
て
実
現
し

た
主
要
事
項
を
抜
粋
し
て
掲
載
し
ま
し
た
の

で
、
詳
細
は
広
報
誌
に
同
封
さ
れ
て
い
る
「税

制
改
正
の
あ
ら
ま
し
（速
報
版
と
を
ご
覧
く

だ
さ
鳴

●
仕
入
税
額
控
除
に
係
る

帳
簿
記
載
事
項
の
見
直
し

一
定
の
取
引
に
つ
い
て
は
、
適
格
請
求
書

等
の
保
存
が
な
く
て
も
帳
簿
に

①
課
税
仕
入

れ
の
相
手
方
の
住
所

・
所
在
地

②
特
例
の
対

象
で
あ
る
旨
の
記
載
を
す
る
こ
と
で
、
仕
入

れ
税
額
控
除
が
で
き
る
特
例
が
あ
り
ま
す
。

特
例
の
対
象
と
な
る
自
動
販
売
機
に
よ
る
取

引
や
入
場
券
等
の
よ
う
に
使
用
時
に
証
票
が

回
収
さ
れ
る
三
万
円
未
満
の
取
引
に
つ
い
て

は
、①
の
住
所

。
所
在
地

の
記
載
が
不
要
と

な
り
ま
し
た
。

●
簡
易
課
税
適
用
者
等
の

経
理
処
理
方
式
の
見
直
し

免
税
事
業
者
等
か
ら
の
仕
入
れ
に
つ
い
て
は
、

仮
払
消
費
税
等
は
生
じ
ま
せ
ん
が
、
簡
易
課

税
適
用
者
等
は
、
継
続
摘
要
を
要
件
に
、
支

払
対
価
の
額
の
三

〇
分
の
一
〇
（軽
減
税
率
が

適
用
さ
れ
る
も
の
は
一
〇
八
分
の
八
）
相
当
額

を
仮
払
消
費
税
等
と
し
て
計
上
で
き
る
等
の

見
直
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

●
子
育
て
世
帯
等
に
対
す
る

住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の
拡
充

子
育
て
世
帯
等
に
お
け
る
住
宅
ロ
ー
ン
控

除
の
借
入
限
度
額
が
、
新
築
等
の
認
定
住
宅

に
つ
い
て
は
五
百
万
円
、
新
築
等
の
Ｚ
Ｅ
Ｈ

水
準
省
モ
不
住
宅

・
省
キ
不
基
準
通
合
住
宅

に
つ
い
て
は
一
千
万
円
、
上
乗
せ
措
置
が
講
じ

ら
れ
ま
し
た
。

●
子
育
て
世
帯
等
に
対
す
る

住
宅
リ
フ
オ
ー
ム
税
制
の
拡
充

既
存
住
宅
の
リ
フ
オ
ー
ム
に
係
る
特
例
措

置
（工
事
費
用
の
二
百
五
十
万
円
を
限
度
に
一

〇
％
を
税
額
控
除
）
に
、
子
育
で
世
帯
等
が
行

う

一
定
の
子
育
て
対
応
改
修
工
事
が
加
え
ら

れ
ま
し
た
。

雇
用
の
拡
大
と
賃
金
引
上
げ

前
制
の
拡
充
が
実
現

●
賃
上
げ
促
進
税
制
の
適
用
期
限
の
延
長
と

繰
越
控
除
の
創
設

中
小
企
業
の
賃
上
げ
促
進
税
制
に
つ
い
て
、

適
用
期
限
が
三
年
間
延
長
さ
れ
る
と
と
も
に
、

赤
字
の
中
小
企
業
に
も
賃
上
げ
の
イ
ン
セ
ン

テ
イ
ブ
と
な
る
よ
う
、
五
年
間
の
繰
越
控
除

措
置
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

０
中
堅
企
業
向
け
賃
上
げ
促
進
税
制
の
創
設

賃
上
げ
促
進
税
制
の
中
に
お
い
て
、
従
来

の
大
企
業
の
内
、
従
業
員
二
千
人
以
下
の
企

業
を

「中
堅
企
業
」
と
す
る
新
た
な
枠
が
創
設

さ
れ
ま
し
た
。
継
続
雇
用
者
の
給
与
等
支
給

額
の
増
加
率
プ
ラ
ス
三
％
以
上
で
税
額
控
除

率
が

一
〇
％
、
プ
ラ
ス
四
％
以
上
で
税
額
控

除
率
が
二
五
％
と
な
る
ほ
か
、
「女
性
活
躍
子

育
て
支
援
」
が
新
設
さ
れ
、
「プ
ラ
チ
ナ
く
る
み

ん
認
定
」
ま
た
は
「え
る
ば
し
認
定

全
二
段
階
目

以
上
ご
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、
税
額
控
除

率
が
五
％
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

●
交
際
費
課
税
の
特
例
措
置
の
延
長
と

飲
食
費
上
限
の
引
上
げ

交
際
費
を
八
百
万
円
ま
で
全
額
損
金
算
入

で
き
る
中
小
企
業
向
け
の
特
例
措
置
が
三
年

間
延
長
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
交
際
費
等
の

範
囲
か
ら
除
外
さ
れ
る

一
定
の
飲
食
費
に
係

る
金
額
基
準
が
、　
一
人
当
た
り
上
限
五
千
円

か
ら

一
万
円
に
引
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

一一最近相談の多い

事例よリーーー

金融機関の入出金手数料や

振込手数料に係るインボイスの

保存方法につしヽて

金融機関の窓日又はオンラインで決済を行つた

際の金融機関の入出金手数料や振込手数料に

ついて、仕入税額控除の適用を受けるために、何を

保存すればよいでしょうか。

イス及び一定の事項が記載された帳簿の保存が必要

となります。

他方、金融機関における入出金や振込みが多頻度に

わたるなどの事情により、全ての入出金手数料及び振

込手数料に係る簡易インボイスの保存が困難なとき

は、金融機関ごとに発行を受けた通帳や入出金明細等

(個々の課税資産の譲渡等 (入出金サービス・振込サー

ビス)に係る取引年月日や対価の額が判明するものに

限ります。)と、その金融機関における任意の一取引 (一

の入出金又は振込み)イこ係る簡易インボイスを併せて

保存することで、仕入税額控除を行つて差し支えありま

せん。

また、基準期間における課税売上高が 1億円以下で

あるなど一定規模以下の事業者については、令和5年

10月 1日 から令和 11年 9月 30日 までの間に国内にお

いて行う課税仕入れについて、当該課税仕入れに係る

支払対価の額が 1万円未満である場合には、一定の事

項が記載された帳簿のみの保存により仕入税額控除の

適用を受けることができる経過措置 (少額特例)も設け

られていますので、前記のような対応は必要ありません。

源泉徴収義務者が準備に着手できるよう、

情報を発信していま現 ぜひご活用ください。

給与支払者向け所得税定額減税コールセンターでは、

所得税の定額減税制度における給与の源泉徴収に関す

る一般的なご質問やご相談を受け付けていま現

0570中02-4562
受付時間 9:00～ 17:00(上 日祝除く)

会場の収容人数の都合上、事前申込制で開催していま現

参加をご希望の場合は、国税庁LINE公式アカウントから

事前申込をお願いいたしま現

国税庁LINE公式アカウント

(注 )「 QRコ ードJは株式会社デン
ソーウェープの登録商標で現

入出金手数料や振込手数料について仕入税額

控除の適用を受けるには、原則として簡易インボ

穣議

組 談

困

定額測不比説明会羅斎お定額河税につして
周知・広報に努めています!

定額減税について解説したパンフレット、動画など、国税庁

が提供している情報を特設サイトから入手・閲覧できま魂

逮国税庁のトップページ

定額減税特設サイト碁

上記のリンク用バナー及びQRコードにつきましては、

国税庁ホームページにおける「定額減税特設サイト」にも

掲載しておりますのでご利用ください。

URL:https1//wwwinta go,jp/users/gensen/

teigakugenzei/index htm

(注 )「 QRヨード」は株式会社デンツーウエープの登録商標で現 ′

45

a

月から開始
令和6年

6金沢税務署からのお知らせ

二
　
消
費
課
税

金沢税務署

3階会議室

金沢市西念3-4-1
金沢駅西合同庁舎

100名

10:00～ 11:30

13:30～ 15:00

0

0
0
5月

8日
(水 )

10:00～ 11:305月

16日
(木 ) 13:30～ 15:00

10:00～ 11:30
日
(木 )

5月

23
13:30～ 15:00

10:00～ 11:30
日
(水 )

5月

29
13:30～ 15:00

令和6年 5月 開催日程

開催日

給与支払者向け

所得税定額滅不比コーザレセンター
国税庁ホームページ

「定額減税特設サイト」

〓
一　
所
得
税

定額減税特設サイト

金沢不比務署主催 給与支払者向け

定額減示党説口月会の開催

Ⅷ



地
震
災
書
に
関
す
る
損
害
保
険

特
別
研
修
会
を
開
催あ

る
と
説

明
を
受
け

ま
し
た
。

今
回
の

研
修
で
得

た
情
報
で
、

取
引
先
な

ど
に
適
切

な
ア
ド
バ

イ
ス
を
す

る
こ
と
が

出
来

て
大

変
助
か
り

タ
ツ
プ
ダ
ン
ス
で
お
客
様
を
も
て
な
す
と
で
つ
内
容
で
す
。

鶴
賀
氏
は
倶
楽
部
に
保
管
さ
れ
て
い
る
数
百
枚
の
着

物
の
中
か
ら
俳
優
さ
ん
に
合
う
も
の
を
選
び
、
そ
れ
ぞ

れ
帯
、
小
物
等
を
合
わ
せ
て
貸
し
出
し
を
し
、
さ
ら
に
着

付
け
の
お
手
伝
い
も
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

着
物
で
の
か
ッ
プ
ダ
ン
ス
の
練
習
が
大
変
だ
っ
た
と
い

？ヽ
」
と
も
伝
え
聞
き
、
お
話
を
う
か
が
っ
た
後
は
一
層
興

味
深
く
映
画
を
鑑
賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。ま
た
、

こ
の
研
修
会
参
加
者
四
十
名
に
は
、
石
川
県
限
定
特
別

券
が
配
ら
れ
ま
し
た
。

能登半島地震から1ん 月`、時宜を得た内容だつた。

i手 .l f13■
J

鶴賀氏は金沢市のきもの文化コンシェルジュも務められている。

6

旧店舗敷地内にあるタブノキについて紹介するパネルも。

紙幣

令
和
六
年
二
月

一
日

（木
）
、
大
同
生
命
ビ

ル
八
階
会
議
室
に
お
い
て
特
別
研
修
会
を
開

催
、
Ａ
Ｉ
Ｇ
損
害
保
険
株
式
会
社

の
ご
担
当

の
方
を
講
師
に
迎
え

「地
震
災
害
に
関
す
る

損
害
保
険
に
つ
い
て
」
学
び
ま
し
た
。
能
登

半
島
地
震
の
発
生
か
ら
ち
ょ
う
ど

一
月
で
あ

り
、
時
宜
を
得
た
研
修
で
し
た
。

地
震
保
険
は
火
災
総
合
保
険
と
は
違

い
、

予
め
損
害
額
を
見
債
も

っ
て
保
険
金
が
支
払

わ
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

大
規
模
災
害
時
に
お
い
て
も
保
険
金
が
確
実

に
支
払
わ
れ
る
よ
う
に
、
政
府
が
民
間
損
害

保
険
会
社
に
再
保
険
を
提
供
す
る
と
い
う
世

界
的
に
も
珍
し
い
保
険
で
あ
り
、
算
定
の
仕

方
も
鑑
定
士
が
現
場
で
調
査
す
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
そ
の
調
査
の
仕
方
も
、
亀
裂
の
面

積
計
算
を
す
る
な
ど
専
門
性
の
高
い
調
査
で

女
性
部
会
第
二
回
研
修
会
を
開
催

―

映
画
ヲ
デ
イ
加
賀
」
の
裏
話
を
聞
く
―

女
性
部
会
第
二
回
研
修
会
が
令
和
六
年
二

月
九
日

（金
）
に
ぶ
ど
う
の
森
　
金
沢
フ
オ
ー
ラ

ス
店
で
開
催
さ
れ
、
一
一月
に
公
開
さ
れ
た
映
画

「レ
デ
ィ
加
賀
」
の
裏
話
を
テ
ー
マ
に
講
演
を
頂

き
ま
し
た
。
講
師
は
当
女
性
部
会
員
で
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
小
粋
な
き
も
の
倶
楽
部
理
事
長
を
務

め
る
鶴
賀
雄
子
氏
で
す
。

こ
の
映
画
は
、
北
陸
新
幹
線
敦
賀
延
伸
の
か

健
康
経
営
委
員
会
の
活
動
が
本
格
化

十

二
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
行
中
―

す
。
当
時
は
米
穀
や
羽
二
重

（織
物
）
な
ど
の
生

産
が
盛
ん
で
あ
り
、
石
川
県
が
栄
え
て
い
た
こ

と
が
伺
え
ま
す
。

展
示
室
で
は

一
億
円
の
重
さ
を
体
験
し
、
カ

メ
ラ
の
フ
ラ
ッ
シ
ュ
で
銀
行
券
の
絵
柄
が
映
し

出
さ
れ
る
が
不
ル
や
お
札
の
肖
像
画
に
な
り
き

青
年
部
会
の
健
康
経
営
委
員
会
は
、
国
の

財
政
健
全
化
に
向
け
て
、
部
会
員
自
身
や
従

業
員
の
健
康
寿
命
を
延
伸
す
る
こ
と
を
目
的

に
昨
年
五
月
に
新
設
さ
れ
ま
し
た
。
経
営
者

は
も
ち
ろ
ん
、
従
業
員

一
人
ひ
と
り
の
健
康

が
企
業
全
体
の
パ
フ
オ
ー

マ
ン
ス
に
大
き
く

影
響
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
組
織
や
企
業

に
健
康
を
促
進
、
維
持
す
る
た
め
の
機
会
の

提
供
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
、
実
施
し
て

い
ま
す
。
新
た
に
青
年
部
会
に
誕
生
し
た
委

員
会
と
し
て
、
手
探
り
で
は
あ
り
ま
す
が
こ

の

一
年
間
で
取
り
組
み
を
進
め
、
現
在
、
二

つ
の
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
が
動
い
て
い
ま
す
。

一
つ
は
、
「食
」
を
テ
ー

マ
と
し
た
活
動
と

し
て
「朝
ご
は
ん
レ
シ
ピ
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
実

施
し
ま
し
た
。
毎
日
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
朝

ご
は
ん
を
食
べ
る
こ
と
は
、
健
康
に
良
い
だ

け
で
な
く
仕
事
や
勉
強
の
効
率
ア
ッ
プ
に
つ

な
が
り
ま
す
。
エ
ン
ト
リ
ー
を
企
業
部
門
と

個
人
部
門
に
分
け
、
会
員
の
皆
様
と
そ
の
ご

家
族
の
健
康
促
進
を
目
指
し
ま
し
た
。

も
う

一
つ
は
、
「健
康
経
営
優
良
法
人
三
〇

二
五

へ
の
道
」
と
題
し
た
プ

ロ
ジ

エ
ク
ト
で
、

こ
の
秋
の
「健
康
経
営
優
良
法
人
」
の
認
定
取

得
に
向
け
て
参
加
企
業
様
を
サ
ポ
ー
ト
。
健

康
経
営

エ
キ
ス
パ
ー
ト
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ

る
計
四
回
の
実
践
的
研
修
を
企
画
し
て
お
り
、

第

一
回
を
令
和
六
年
二
月
二
十

一
日

（本
）
に

実
施
し
ま
し
た
。

ま
た
、
フ
イ
ジ
カ
ル
（身
体
的
健
康
）
、
メ

ン
が
ル
（精
神
的
健
康
）
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
（社

会
的
健
康
）
の
側
面
か
ら
自
社
が
取
り
組
む

「健
康
経
営
宣
言
書
」
の
提
出
の
促
進
活
動
も

行

っ
て
い
ま
す
。

二
つ
の
支
部
が
日
本
銀
行
金
沢
支

店
の
新
店
舗
を
見
学
。
支
店
長
の

吉
濱
久
悦
氏
か
ら
日
銀
の
概
要
、

歴
史
な
ど
を
ご
説
明
頂
い
た
後
、

展
示
室
や
窓
口
業
務
の
様
子
を

見
学
し
ま
し
た
。

/●■ 釜韻教大会  法人会につtヽて お知らせ 各事会の昭介 イベント 行事手定 インターネットセミナー

朝ごはんに焦点を当てて、企業の健康

経営を応援していくプロジェクト。

企業部門には、多彩な朝ごはん
レシピのエントリーがあつた。 ま

し
た
。
こ
の
時
期
に
開
催
を
手
配
頂
き
ま

し
た
事
務
局
、
及
び
Ａ
Ｉ
Ｇ
損
害
保
険
株
式

会
社
様
に
は
大
変
お
忙
し
い
中
を
や
り
繰
り

し
て
頂
き
ま
し
た
こ
と
、
感
謝
に
堪
え
ま
せ
ん
。

日
本
銀
行
金
沢
支
店
は
令
和
五
年
十

一
月

六
日
、
百
十
四
年
間
親
し
ま
れ
た
香
林
坊
か
ら

話
を
伺
う
機

会
を
頂
き
ま

し
た
。
新
店
舗
は

総
工
費
約
六

十
六
億
円
の

三
階
建

て
、

外
観
は
ダ
ー

ク
グ
レ
ー
で

一
階

エ
ン
ト

ラ
ン
ス
に
一戸

室

石

、
ロ
ビ

―
に
は
能
登
産
珪
藻
上
、
一
一階
ホ
ー
ル
に
は
能

登
ヒ
バ
が
使
用
さ
れ
る
な
ど
、
地
産
地
消
に
取

り
組
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
歴
史
を
辿
る
と
、
金

沢
支
店
は
日
本
海
側
で
初
の
出
張
所
と
し
て
、

全
国
で
九
番
目
に
開
設
さ
れ
た
と
で
？
」
と
で＼

る
が
不
ル
で
写
真
撮
影
を
楽
し
み
ま
し
た
。
実

際
の
業
務
の
様
子
も
見
学
さ
せ
て
頂
い
た
ほ
か
、

旧
店
舗
敷
地
内
に
あ

っ
て
金
沢
支
店
の
歴
史

を
見

つ
め
て
き
た
樹
齢
約
五
百
年
と
で
つ
か

ブ
ノ
キ
の
存
在
も
今
回
、
知
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

イ
ミ
ン
グ
に
合

わ

せ
て
加
賀

温
泉
郷
を
盛

り

上

げ

よ

う

と
温

泉

街

の
お

か

み
達

が

一

致

団

結

、

広
岡
の
新

店
舗

へ
移

転

し

、
新

た
な
歴
史

を
刻
み
始

め
ま
し
た
。

女
性
部
会

で
は
令
和

六
年
二
月

二
十
二
日

（木
）
に
見

学
会
を
実

施

し

、
士
口

濱
久
悦
支

店
長
の
お

合わせた

靴

ラを再SB'■ = ir

第1回は入り口として、プロジエクトの概要や進め方を説明した。

1億1円を持つてみた I

日
本
銀
行
金
沢
支
店
見
学

―

昨
年
十
一
月
、
広
岡
に
移
転
―

金沢支店の歴史や概要を説明する吉濱支店長。
肖像画になり切つて

記念撮影。

2月 5日
(月 )

日本銀行金沢支店

店内見学BE念
2024年 2月 5B

．委
．垂

≡
2月 16日
(金 )

初代店舗の椋上げ
板 (左 )。明治41年
のものだ。

ミ

カメラのフラッシユに
反応して7月時行の新

／
　
　
　
／

7

田 。フ622つ 290フ  Wお
`、

姶ゎせ q榛オ

長阿支部

ロ
日

薫
≦
為

日本銀行

E]木銀行⑬
大野支部
金石色



災害義援金へのご協力
ありがとうございました

公益社回法人 金沢法人会

第12回

【講師プロフイール】

1945年、石川県輪島市生まれ。

石ノ森章太郎氏のアシスタン

トを経て、1967年『目明しポ
リ吉』でデビュー。翌年『ハレン

チ学園』の連載開始で大ブー

ムとなる。2009年 には、輸島
市に永井豪記念館がオープ塊

2018年、第47回日本漫画家
協会賞 文部科学大臣賞受賞。

代表作には『デビルマン』『マ

ジンガーZヨ『キユーテイーハニ

ー』等、多数ある。

通 常 総 会 の ご 案 内

令和6年能登半島地震により被災された皆様に心からお見舞い申し上げま現 また、

被災者と被災地の復旧・復興支援にご尽力されておられる方々に深く敬意を表しま現

日時/令和6年 5月 29日 (水)午後2時～
場所/ANAクラウンプラザホテル金沢 3階 鳳の間

【記念講演会】午後2時～3時30分……Ⅲ…………・……・………………

演 題/(未定)
講 師/漫画家水井  豪 氏

【総   会】午後3時45分～5時 …・………・………・…………………
審議事項/①令和5年度収支決算報告(案 )承認の件

②役員補充選任(案 )承認の件

報告事項/①令和5年度事業報告の作

②令和6年度事業計画及び同収支予算書の作

【懇 親 会】午後5時20分～7時
会  費/5]000円 (異業種交流の場として開催します)

※ご出欠は同封の返信はがき「通常総会 出欠の回答」にご記入頂くとともに、

欠席の場合でも返信はがきに記載してある委任状に、必ず記名・押印され

て5月 15日 (水)までにご返送頂くようお願い申し上げます。

「令和 6年能登半 島地震の災

害義援金」の募集につきましては、

深いご理解と一方ならぬご支援・

ご協力を賜り、心より厚くお礼申し

上1デま現

お陰様怠 当該義援金の趣旨に

たヽ全国の法人会会員の

びに法人会から、総額

5ぅ 821円もの災害義援金

て頂きました。これもひと

人会会員の皆様の多大

並びに法人会役員の

力の賜物であり、深く

げます。

援金 につきましては、石

川県の「令和 6年能登半島地震

災害義援金」日座に振り込ませて

頂きましたの怠 大変恐縮ですが、

誌上にてお礼方々ご報告申し上

tデます。

なお、地盤の隆起や陥没、地盤

そのものが横に滑る「側方流動」

などにより、今もなお地面が動いて

いる被災地の復旧・復興には、相

当な年数と多額な費用を要すると

言われております。金沢法人会で

は、これからも被災者と被災地の

復旧・復興支援に努めてまいりま

すので、引続き、ご支援・ご協力を

賜りますようお願い申し上げます。

【法
大
会
員
】

（有
）
得
能
製
畳
工
業

（株
）
リ
ズ
ム

（株
）
葵
寿
し

（株
）
Ｄ
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｍ

Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｋ
Ｓ

（株
）
中
部
日
本
ト
ラ
ベ
ル

（株
）
金
沢
ク
リ
ー
ン
サ
ー
ビ
ス

（株
）
ソ
ニ
ッ
ク
ジ
ヤ
パ
ン

（有
）
タ
ム
ラ
デ
ザ
イ
ン

（株
）
マ
ル
ヨ
ネ

税務に役立つ小冊子を

無料配布

当会では、令和6年度

税制改正の情報を織り

込んだ「令和6年版 主要

税法取扱便覧」を無料で

配布いたします。

この冊子は国税及び

地方税の広範囲にわた

る各種税目の取り扱い

の中から、実務家が必要

とする情報 (課税標準・ 一覧・表形式で使いやすい
税率・要件 ,計算方法・範    実務家必携の

税金ハンドブックで現
囲・期間等)を便利な一

覧表形式で引きやすく収録した、企業経営者から

実務家まで幅広くご活用頂ける便利な税金ガイド

ブックです。

●申し込みはフアツクス・メールにて

別途申込詈に所定事項をご記入になり、当会宛てに

お申込みください。後日郵送させて頂きます(冊子代

金、送料ともに無料です)。

主誓F.漁 =…ふ議

得
能

藤
田

若
井

忠
田

西
山

栢
植

鳥
越

田
村

米
村

敏
昭

義
和

貞
寛

と
「
二
（

問
範
生

介
順隆

訊
治

経
営
を
学
び
、

語
り
含
お
う

′a公益■
=〔

法入金沢法人会

◆
日
時
／
令
和

◆
場
所
／
金
沢

◆
テ
ー
マ
・請

全
て
を
力
に

松

本

五
月
実
務
研
修
会

◆
日
時
／
令
和
六
年
五
月
十
三
日
（月
）

十
時
～
、
十
三
時
三
十
分
～

◆
場
所
／
石
川
県
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

本
館
三
階
第
五
研
修
室

◆
講
師
／
金
沢
税
務
署
法
人
課
税
部
門
担
当
官

◆
演
題
／
定
額
減
税
に
つ
い
て

六
月
定
例
研
修
会

◆
日
時
／
令
和
六
年
六
月
二
十
六
日
（水
）

十
三
時
三
十
分
～

◆
場
所
／
石
川
県
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

本
館
三
階
第
一
研
修
室

◆
講
師
／
税
理
士

畳
田

辰
生
氏

◆
演
題
／
令
和
六
年
度
の
税
制
改
正
に
つ
い
て

（株
）
島
田
商
会

セ
イ
ダ
イ
ウ
エ
ル
ネ
ス
（株
）

（株
Ｘ
や
和
Ｒ
Ｅ
Ａ

（株
）
牧
野
太
郎
商
店

（有
）
と
く
ひ
さ

デ
ン
ザ
（株
）

前
田
鋼
材
（株
）

ア
ク
ツ
ナ
カ
ノ
税
理
士
法
人

（株
）
森
八

（株
）
ス
マ
イ
ル
ラ
イ
フ
保
険
サ
ー
ビ
ス

（有
）
大
運
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
ト

シ
オ
タ
ニ
（株
）

（有
）
Ｏ
Ｔ
Ｎ

島
田
　
義
展

久
利
須
千
紘

上
田
　
雅
大

大
西
　
宏
明

徳
久
　
宏
子

藤
井
　
知
章

前
田
　
　
勇

中
野
　
稔
司

中
宮
　
一漏
裕

松
岡
　
土〓

谷
本
　
義
史

塩
谷
真

一
郎

尾
山
外
志
子

【個
人
会
員
】

森
川
　
耕
太

8

菫

一

新
会
員
紹
介

（令
和！
五
年
十

一
月

一
日
か
ら

十
二
月
二
十

一
日
ま
で
）

◆
法
人
名
　
◆
代
表
着
名

◆
日
時
／
令
和
六
年

二
月
二
十

二
日
（木
）

◆
場
所
／
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
金
沢

「上を向いて

ギター弾き

◆
テ
ー
マ
・講
師

誉
の
ド
コ
行
く
？

上
を
向
い
て
歩
ウ」
う

フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

塚

田
　
曽
氏

◆
日
時
／
令
和
五
年
十
二
月
四
日
（月
）

◆
場
所
／
金
沢
流
通
会
館

◆
テ
ー
マ
・講
師

年
本
調
整
説
明
会

金
沢
税
務
署
審
理
専
門
官

原
　
由
美
氏

問
屋
―町
支
部
研
修
会

各種

研修会
報告

研
修
会
の
ご
案
内
　
　
　
ッ

二
月
定
例
研
修
会

9



(株)子の恵
金沢市小坂口」西613
TEL 076-252-3516

代表取締役坂北 千恵

l′

鰺PrOfile
出身地鰺 金沢市

業務内容書水槽の販売 レンタル、装飾品の製造販売

座右の銘鬱どんなときも自分を信じてチャレンジ

好奇心と夢をエネルギーに、

たくさんの恵みを届けたい

美
し
く
も
華
や
か
な
″覚
悟
の
ツ
の
れ
わ

持

融孵膨引策勘岬一誤静嶋唾嘴耀偽一段説

わ
れ
る
ゆ
え
ん
で
す
。

明
治
の
頃
は
木
綿
に
藍
染
め
で
お
め
で
た

い
模
蝶
が
描
か
れ
た
そ
う
で
す
が
、
次
第
に

絹
に
友
禅
で
染
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
歩
ま
し

た

，。
青
や
紫
が
主
流
だ

っ
た
色
も
赤
が
好
ま

れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
時
代
、
時
代
の
流
Ｆ

行
を
映
し
て
絵
柄
も
変
わ

っ
て
き
ま
し
た
。

近
年
は
持
参
す
る
人
が
少
な
く
な

っ
た

一
労
、

式
場
で
飾
る
、
新
郎
新
婦
の
入
場
で
く
ぐ
る

な
ど
、
花
嫁
の
れ
ん
の
風
習
は
形
を
変
え
て

残
さ
れ
て
い
く
よ
う
で
す
。

花
嫁
の
れ
ん
を
嫁
入
り
道
具
と
し
て
持
た

せ
る
風
習
は
、
幕
末
か
ら
明
治
初
期
に
生
ま

れ
、
旧
加
賀
藩
領
内

（能
登
、
加
賀
、
越
中
）

で
見
ら
れ
ま
す
。
夫
婦
円
満
の
象
徴
で
あ
る

オ
シ
ド
リ
な
ど
が
加
賀
友
禅
で
描
か
れ
、
実

家
の
家
紋
が
染
め
抜
か
れ
た
華
や
か
な
仕
立

て
に
学、
慈
し
ん
で
き
た
保

の
幸
せ
を
願
う
親
の
気
ず

ち
が
し
の
ば
れ
ま
す
。

婚
礼
の
日
、
花
嫁
の
れ
ん
は
花
婿
の
家
の

仏
間
の
入
り
日
に
掛
け
ら
れ
ま
す
。
合
わ
せ

水
の
機
式
を
終
え
た
花
嫁
が
お
仏
壇
に
手
を

合
わ
せ
る
た
め
仏
間

へ
入
る
時
は
、
嫁
ぎ
先

で

一
生
を
過
ご
す
覚
悟
で
の
れ
ん
を
く
ぐ

っ

た
と
＄
。

一
説
に
よ
る
と

「
の
れ
ん
が
風
に

な
び
く
よ
う
に
嫁
ぎ
先
の
家

に
馴
染
み
ま
す
よ
う
に
」

の
願
い
が
込
め
ら
炒
て
い

と
言
わ
れ
ま
す
碑
そ
し
て
、

み
出
し
た
足
を
戻
す

こ
と

不
思
議
な
水
槽

「ア
ク
ア
ド
リ
ー
ム
ち
え
の
水
槽
』

「千
の
恵
」
は
私
の
名
前
を
社
名
に
し
た
も

の
で
、
関
わ
る
人
達
に
た
く
さ
ん
の
恵
み
が
あ

り
ま
す
よ
う
に
１
と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
デ
ザ
イ
ン
す
る
こ
と
が
大
好
き
で
、

オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
の
帰
人
服
を
つ
く
る
こ
と
を

仕

事

に
し

て
い
ま

し

た
。
森

英

恵

さ
ん

の

Ｎ
Ｄ
Ｋ
グ
ル
ー
プ
に
所
属
、
二
年
に
一
度
は
フ

ア
ツ
シ
ョ
ン
シ
ヨ
ー
も
開
催
、
婦
人
画
報
の
取

材
を
受
け
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

そ
ん
な
私
が

「ア
ク
ア
ド
リ
ー
ム
ち
え
の
水

槽
」
を
開
発
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
子
ど
も

の
頃
か
ら
抱
い
て
い
た
夢
が
き

っ
か
け
で
す
。

小
学

一
～
二
年
生
の
頃
、
金
魚
と
手
乗
り
文

鳥
を
飼
っ
て
い
ま
し
た
が
、
小
鳥
は
私
２
屑
や

頭
へ
と
自
由
に
飛
び
回
り
行
き
た
い
と
こ
ろ
に

行
く
こ
と
が
で
き
る
の
に
、
金
魚
は
狭
い
水
槽

か
ら
出

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
か
わ
い
そ

う
！
小
鳥
の
よ
う
に
飛
べ
た
ら
嬉
し
い
だ
ろ
う

な
、
空
中
を
飛
ん
で
い
る
よ
う
な
水
槽
が
あ

る
と
金
魚
た
ち
が
喜
ぶ
の
で
は
な
い
か
、
そ
う

だ
！
お
風
呂
で
洗
面
器
に
お
湯
を
入
れ
て
ひ
つ

く
り
返
し
て
持
ち
上
げ
る
、
そ
の
中
に
金
魚

た
ち
が
入
っ
て
自
由
に
泳
ぎ
回
る
、
ま
る
で
空

を
飛
ん
で
い
る
か
の
よ
う
に
。
私
の
頭
の
中
は

そ
ん
な
空
想
で
膨
れ
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

平
成
九
年
、
特
許
取
得
し
ま
し
た
が
、
周

り
か
ら
こ
ん
な
も
の
で
き
る
わ
け
が
な
い
と
ず

い
ぶ
ん
言
わ
れ
ま
し
た
。
試
行
錯
誤
を
重
ね
て

完
成
し
た

「ア
ク
ア
ド
リ
ー
ム
ち
え
の
水
槽
」

は
下
部
水
槽

と
上
部
水
槽

が

一
体
化

さ
れ
、

上
部
水
槽
の
天
辺
か
ら
水
が
表
面
を
流
れ
上

部
水
槽
と
下
部
水
槽
内
を
魚
た
ち
が
自
由
に

行
き
来
で
き
ま
す
。
水
の
流
れ
る
音
が
心
地

良
い
ド
ー
ム
型
の
水
槽
で
、
コ
ン
セ
プ
ト
は
「美

し
さ

・
不
思
議

・
癒
や
し
」
で
す
。

二
十

一
年
に
は
有
川
ブ
ラ
ン
ド
に
、
同
年
、

金
沢
か
が
や
き
ブ
ラ
ン
ド
に
も
認
定
さ
れ
認

知
度
が
一
気
に
高
ま
っ
て
全
国
の
展
示
会
に
参

加
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
二
十
四
年
に

は
実
用
新
案
取
得
、
日
本
観
賞
魚
フ
ェ
ア
水

槽
デ
イ
ス
プ
レ
イ
コ
ン
テ
ス
ト
で
ア
イ
デ
ア
賞
、

東
京
海
洋
学
校
学
長
賞
な
ど
数
々
の
受
賞
が

あ
り
ま
す
。
市
内
の
デ
パ
ー
ト
や
銀
行
、
飲
食

店
に
設
置
し
て
頂
い
た
リ
イ
ベ
ン
ト
で
も
利
用

さ
れ
ま
す
が
、
ど
こ
に
行
っ
て
も
人
だ
か
り
が

で
き
ま
す
。
見
た
人
か
ら
は
な
ん
て
綺
麗
で
不

思
議
な
水
槽
、
ど
う
し
て
水
が
こ
ば
れ
な
い

の
？
も
し
か
し
て
映
像
？
な
ど
、
見
た
人
は

日
を
揃
え
て
、
と
に
か
く
楽
し
ん
で
癒
や
さ
れ

る
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

好
き
な

こ
と
で
幸
せ
気
分
を

今
、
婦
人
服
以
外
で
も
デ
ザ
イ
ン
を
楽
し

ん
で
い
ま
す
。
例
え
ば

「サ
ン
キ
ヤ
ツ
チ
ヤ
ー
教

室
」
。
多
角
形
に
カ
ッ
ト
さ
れ
た
サ
ン
キ
ヤ
ツ

チ
ャ
ー
に
太
陽
光
が
当
た
る
と
、
キ
ラ
キ
ラ

と
た
く
さ
ん
の
小
さ
な
虹
を
生
み
だ
す
こ
と

か
ら

「レ
イ
ン
ボ
ー
メ
ー
カ
ー
」
と
も
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
光
＝
幸
せ
を
掴
む
と
で
つ
意
味
も
あ

り
、
太
陽
の
陽
の
運
気
を
取
り
入
れ
る
お
守

り
や
イ
ン
テ
リ
ア
と
し
て
も
人
気
で
す
。
渾
身

の
作
品
を
陽
に
照
ら
し
て
キ
ラ
キ
ラ
光
る
幸

せ
の
光
に
感
激
し
て
い
る
親
子
の
姿
は
本
当
に

ス
テ
キ
で
す
。
ま
た
健
康
の
た
め
に
注
目
し
た

の
は

亘
竺

ン
ニ
ク
」
で
す
。
た
ま
た
ま
パ
シ
フ

イ
コ
横
浜
で
の
水
槽
の
展
示
会
で
青
森
県
の
黒

ニ
ン
ニ
ク
を
知
り
弊
社
で
の
販
売
を
始
め
ま
し

た
。
古
代
エ
ジ
プ
ト
で
滋
養
食
品
と
し
て
食
べ

ら
れ
て
き
た
ニ
ン
ニ
ク
を
熟
成
と
発
酵
に
よ
っ

て
仕
上
げ
た
黒
ニ
ン
ニ
ク
は
生
と
く
ら
べ
て
ア

ミ
ノ
酸
が
三
倍
、
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
が
二
十
倍
、

無
添
加
熟
成
品
で
す
。

ま
だ
ま
だ
未
熟
者
で
す
が

好
奇
心
は
旺
盛
、
こ
れ

か
ら
も
多
く
の
方
々
か

ら

認
め

ら
れ

る
魅

力

あ

る

会

社

で
あ

る

よ

う

努

め

て

ま
い
り
ま
す
。

花
嫁
？
れ
ん

均

■ ■、

H日本田lこ人 つて 力
｀
らの 化 琢 の れ ん (上 ,。

できた夏用のれんを一緒に持参した時代もあり、夏

の法事等で掛けられた (右 )。

木錦から銅、今から赤ヘ

明治時代ののれんは本綿に藍染が主流

でした。それが絹になり、華やかな赤が主流

に。古くは鶴亀な

どが好まれた絵柄

も鳳凰や唐獅子、

夫婦仲を象徴す

るオンドリと流行

を映しながら、時

代とともに変わっ

てきました。

木綿に藍染めの明治時 .

代の花嫁のれん。

わらの鵜亀

加賀地方の平野部では、わら細工の鶴亀を

持参する風習がありました。鶴を赤飯の上

に、亀を米俵の上に載せて嫁入り道具の先

る と

―

撥

4   ■

☆'p
夕か韓

。．砂lZZF t

~=ミみ
ぁ

勲

畿 ″
′

窓辺に吊るして室内に太陽の

努畢サ弊筆墾嬬諮
時間が少ない北欧が発祥。 アクアドリームちえの水槽

態

奪

!デ

´

ガ
頭に据え、嫁ぎ

最初 に家 に

言います。

先に着くと視い唄の後、

1運び込んで飾つたと
筆

0
【浅
の
川
・鯉
流
し
】
浅
野
川
の
梅
ノ
橋
か
ら
浅
野

川
大
橋
ま
で
と
そ
の
周
辺
で
行
わ
れ
る
鯉
流
し
。

五
月
の
青
空
に
舞
う
鯉
の
ぼ
り
が
友
禅
流
し
の
よ

う
に
川
を
泳
ぐ
、
全
国
で
も
珍
し
い
光
景
が
見
ら

れ
ま
す
。

【桜
も
ち
】
桜
の
葉
の
香
り
が
ゆ
か
し
い
「桜
も
ち
」

．

は
、
春
の
定
番
和
菓
子
で
す
。
金
沢
の
桜
も
ち
は
関
　
一

東
風
の
長
命
寺
、
薄
く
焼
い
た
生
地
に
餡
を
包
ん
　
．

だ
も
の
が
多
い
で
す
。 浅

の
川
日胆
流
し
＆

桜
も
ち

昭和55年のもの。
鶴の首など一部にビニー

ル紐が使われている。

【協力・写真提供】各涎くら のヽ博物常
妬州暴視九逹盟.

工ぷ

羊
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法人会会員企業にお勤めの方は、おひとり様からでも集団扱の割安な保険料でご加入いただけます。

病気や
ケガの
備えに

心配な
「がんJの
備えに

EVER
諸潔プ移紗

手軽に備える医療保険

脱 保険
WINGS

引
受
保
険
会
社

アフラック法人会 検 索

比Nol:をそ乙ξ種保険
令和4年版 インシユアランス生命保,貞統計号 ム螂 鍵大会総連合

法人会がん保険制度
法人会医療保険制度

法人会用フリーダイヤル 画面。0120日876日505
※今後の対応は担当の募集代理店が行ないます。

AFツール 202302662402026 7月 17日

陥 c 鞘

◎商品の詳細Iよ「パンフレット」「契約概要」などをご確認ください。

アフラック
金沢支社 〒920-0853石川県金沢市本町1‐ 5‐ 2リフアーレ16階

資料請求は
お気軽にどうぞ !

令
和
六
年
度
の
会
費
納
入
に
つ
い
て

会
費
納
入
を
自
動
振
管
さ
れ
て
い
る
会
員

様
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
年
七
月
に
引
き

落
と
し
さ
せ
て
頂
き
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

也診 ―暖陀が鳴つドυ‐陽 が■周充実]

インターネットで
趨ミユ乃 聾垂挺董動

′●缶 番韻鞍大会  =入 釦ついて ,知 らせ と,査う露, 
“
ツⅢ

一流の講師陣によるセミナーが

500タイトル以上!会員の方は、

映像と音声による本格的セミナ

ーを無料で受講頂けます。

弾一

在 研
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